対象（時間）：西城紫水高校生（100分程度）

【ねらい】  参加者が身近に感じられるエピソードをもとに，そのような場面に出会ったらどう思うか，当事者だったらどうするかについて考える。そして，将来自分が大人になったとき，どのように子育てや子育て中の親に関わっていきたいかを話し合い，親あるいは地域社会の一員として，子供や親と関わっていくことの大切さについて考える。
【準備物】 参加者：筆記用具　 
　　　　   主催者：ワークシート，模造紙，付箋紙（２色），フェルトペン（裏写りしないもの）
	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	担当

	（1分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介


	
	

	：
（10分）
	○アイスブレイク（雰囲気づくり）

　・じゃんけん
　・グループ分け（くじで5つのグループに分ける）
	○最初のいすの配置のまま
	

	：
（2分）

	○会場準備：5グループ
グループごとに机・椅子を配置し座る。
	○事前に椅子等の配置を板書しておく。

	

	：
（1分）

	○3つの約束ルール説明

	＜3つの約束+1＞
・発言の平等・人の発言を肯定
・秘密の保持・パス有
	

	：
（1分）

	○タイトルねらいを読む

	○配布したワークシートに名前を記入してもらう。
○テストではないので，素直な気持ちを書いてもらう。
	

	：
（50分）
5分
10分
10分
	○西城地域の公共施設「しあわせ館」について知ろう！
＜エピソードを読みましょう＞
○エピソードを音読する。
＜考えましょう＞
○設問①について話し合う。
(記入，話し合い：8分)
話し合ったことを発表してもらう：2分
○設問②について話し合う。
(記入，話し合い：2分)
話し合ったことを発表してもらう：2分

	○場面設定を，西城地域の方がよく利用する公共施設「しあわせ館」にしたため，事前にしあわせ館とはどんなところなのか写真等を使って説明する。
○生徒に読んでもらう。
○ファシリテーターから経験談などを話したりして参加者が考えを出しやすいようにする。
○イラストの後ろ姿の学生たちが「参加者＝あなた」であることを伝える。イメージを膨らませてもらう。
○「子供について」，「おじいさんについて」「親たちについて」どう思うかについて視点を伝え，考える視点を限定することで考えやすくする。
	いきているから

	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考

	10分
	○設問③について話し合う。
(記入，話し合い：8分)
話し合ったことを発表してもらう：2分

	○「この親」について「ぶつかった子供の親」について考えてもらい，時間に余裕があれば「まわりの親」に広げて考えるようにする。

	

	：
（12分）

	＜考えましょう，出し合いましょう＞
○設問④について記入し，話し合う。　　　

 　(記入，話し合い:10分) 
○話し合ったことを発表してもらう：2分)
休憩（5分）
	○親として「どんな子育てをしたいか」「どのように子供に関わっていきたいか」，地域の一員として「将来，大人になったときにできそうなこと」「地域社会として必要なこと」などについて考えるように声掛けをする。

	

	：
（30分）

	＜学習を振り返りましょう＞
○絵本の読み聞かせ

○ワークシートに記入してもらう。
○グループで話し合い，模造紙に付箋紙を使って意見を出し合う。
→発表してもらう。
○ファシリテーターの話

　ファシリテーターから生徒さんへ

	○絵本の読み聞かせをする。
○付箋紙を使って，グループで出た意見を出し合いまとめる。
○グループごとに発表してもらう。


	

	：
（5分）

	○アンケートの記入。
	
	

	＜メモ＞
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あなたならどうする，どう考える？～親として，地域の一員として～
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